
こ
の
20
年
、世
界
は
大
き
く
、

急
速
に
変
化
し
て
い
る
。
人
口

増
加
と
ウ
ェ
ブ
時
代
。
世
界
は

相
互
依
存
性
を
強
め
、
成
長
重

点
の
シ
フ
ト
が
起
こ
っ
て
い

る
。
地
球
温
暖
化
や
資
源
問
題

を
は
じ
め
地
球
規
模
の
問
題
が

多
く
存
在
す
る
現
在
、
課
題
の

認
識
は
あ
っ
て

も
、
対
応
策
が

な
か
な
か
見
え

な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
富
む
人
材
が
世
界
中
で
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
と
は
既
存
の
価
値
観
に

と
ら
わ
れ
ず
、
進
取
の
気
性
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
富
む
人
た

ち
を
指
す
が
、
や
み
く
も
に
考

え
付
く
こ
と
を
実
行
す
れ
ば
良

い
わ
け
で
は
な
い
。

大
局
観
を
持
っ
て
文
化
や
社

会
的
価
値
観
ま
で
を
含
め
た
グ

製
薬
業
界
は
今
、
２
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
の
た
だ
中
に
あ
る
。
１
つ
は
技
術

力
の
停
滞
、
も
う
１
つ
は
新
興
国
の
台
頭

だ
。
こ
う
し
た
中
、
武
田
薬
品
工
業
と
し

て
い
か
に
技
術
力
を
高
め
競
争
力
の
あ
る

医
薬
品
を
供
給
し
て
い
く
か
、
新
興
国
で

い
か
に
医
薬
品
を
販
売
し
て
い
く
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

技
術
力
が
停
滞
す
る
中
で
、
低
分
子
医

薬
品
に
替
わ
っ
て
高
分
子
医
薬
品
の
開
発

が
活
発
だ
。
し
か
し
日
本
は
高
分
子
医
薬

品
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
あ
ま
り
持
っ
て

い
な
い
。
い
き
お
い
、
欧
米
の
バ
イ
オ
ベ

ン
チ
ャ
ー
頼
み
、
そ
れ
も
ス
ピ
ー
ド
が
求

め
ら
れ
る
現
代
に
あ
っ
て
は
Ｍ
＆
Ａ
（
合

併
・
買
収
）
に
よ
る
リ
ソ
ー
ス
の
獲
得
が

定
石
と
な
る
。
現
に
当
社
も
欧
米
の
会
社

を
矢
継
ぎ
早
に
買
収
し
て
き
た
。
や
は
り

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
育
た
な
い
産
業
構
造

は
、
産
業
の
足
腰
が
弱
い
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
日
本
で
も
今
後
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
不
可
欠

だ
ろ
う
。

一
方
、
新
興
国
市
場
の
攻
略
で
は
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
」「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
」

が
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。
そ
こ
で
、
経
営
ト
ッ

プ
自
ら
が
英
語
で
意
思
決
定
す
べ
く
、
取

締
役
会
や
業
務
執
行
会
議
で
使
う
言
語
を

英
語
と
し
た
。
さ
ら
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
司
令
塔
と
な
る
国
際
本
部
を
米
国
・
シ

カ
ゴ
に
設
け
た
り
、
研
究
部
門
の
ト
ッ
プ

に
米
国
人
を
配
置
し
た
り
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
は
、
世
界
各
地
域
で

人
々
が
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
把
握
し

た
上
で
、
そ
れ
を
最
適
な
方
法
で
提
供
す

る
こ
と
が
原
則
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
も

国
籍
、
人
種
を
超
え
た
多
様
な
価
値
観
を

持
っ
た
人
材
が
相
互
に
活
発
な
議
論
を
交

わ
す
環
境
で
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ン
キ
ン
グ
の

思
考
に
基
づ
い
て
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
だ
。

ロ
ー
バ
ル
世
界
の
多
様

な
人
々
の
ニ
ー
ズ
を
感

じ
取
り
、
背
景
を
考
え
、

解
決
策
を
テ
ス
ト
し
、

修
正
し
な
が
ら
具
体
的

か
つ
実
用
的
な
打
開
策

を
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
。
こ
の
一
連

の
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
、

デ
ザ
イ
ン
・
シ
ン
キ
ン
グ
と
い

え
る
。
デ
マ
ン
ド
・
ド
リ
ブ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
も
い
え

る
。
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
企
業

は
こ
の
手
法
を
取
り
入
れ
、
変

化
に
素
早
く
対
応
し
つ
つ
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
戦
略
で

着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

日
本
は
先
端
技
術
、
新
規
材

料
な
ど
多
く
の
分
野
で
強
み
が

あ
る
が
、
世
界
の
多
様
な
顧
客

や
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
ど
の
よ
う

に
マ
ッ
チ
さ
せ
る
か
、
こ
の
点

で
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
進
出
力
、

競
争
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ

こ
に
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ン
キ
ン
グ

を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

短
期
的
な
利
益
の
た
め
だ
け
に

事
業
を
展
開
す
る
の
で
は
な

く
、
長
期
的
な
成
果
に
向
け
た

ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
性
、
創
造
性

あ
ふ
れ
る
思
考
力
に
加
え
て
、

直
観
力
、
現
場
力
、
表
現
力
、

時
感
力
、
そ
し
て
当
事
者
力
を

も
っ
て
決
断
し
、
実
現
し
て
い

く
実
行
力
が
求
め
ら
れ
る
。
何

し
ろ
新
し
い
競
争
相
手
は
世
界

中
か
ら
次
々
と
出
て
く
る
。

今
の
日
本
の
若
者
は
机
上
の

知
識
ば
か
り
で
現
場
感
が
足
り

な
い
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
か
ら

は
広
い
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
に
積

極
的
に
「
個
人
」
と
し
て
の
実

体
験
を
通
し
て

異
質
な
文
化
を

感
じ
取
る
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
直

感
力
と
現
場
感

を
磨
い
て
ほ
し

い
。
こ
れ
か
ら
は
世
界
に
広
が

る
多
様
な
個
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
貴
重
だ
。
そ
し
て
目
の
前
の

課
題
に
対
し
て
「
で
き
な
い
理

由
」
を
払
い
の
け
、
否
定
し
、

複
雑
な
因
子
を
多
彩
な
人
た
ち

と
協
力
し
な
が
ら
実
現
へ
の
実

践
的
な
回
答
を
見
い
だ
す
能

力
、
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ン
キ
ン
グ

を
養
っ
て
ほ
し
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
ウ
ィ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
が
11

月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
日
経
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
た
め

の
プ
ロ
セ
ス
〜
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ン
キ
ン
グ
〜
」
で
は
、
な
ぜ
今
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
そ
し
て
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ン
キ
ン
グ
が
も
た

ら
す
効
果
に
つ
い
て
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

課
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解
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力
を
つ
け
る

課
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解
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の
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つ
け
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国
内
市
場
が
成
熟
す
る
中
、
私
ど
も
東

京
電
力
は
、
地
球
温
暖
化
や
新
興
国
の
経

済
発
展
な
ど
の
環
境
変
化
を
ビ
ジ
ネ
ス
拡

大
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
今
年
９
月
に

企
業
と
し
て
持
続
的
に
成
長
す
る
た
め
の

「
中
長
期
成
長
宣
言
　
２
０
２
０
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
た
。

具
体
的
に
は
、
電
気
の
軈
つ
く
る
側
軋

に
お
け
る
電
源
の
低
炭
素
化
と
高
効
率

化
、
お
客
さ
ま
が
軈
つ
か
う
側
軋
で
の
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
、
電
気
自
動
車
の
普
及
な
ど

に
よ
る
電
化
の
推
進
、
そ
し
て
、
双
方
を

軈
つ
な
ぐ
軋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ス
マ
ー
ト

化
な
ど
各
場
面
で
未
来
を
切
り
拓（
ひ
ら
）

く
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、

低
炭
素
化
と
い
っ
た
時
代
の
流
れ
を
踏
ま

え
た
国
内
外
で
の
様
々
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
社
会
・
環
境
貢
献
と
収
益
向
上
と

の
両
立
を
図
り
、
持
続
的
な
成
長
を
目
指

す
と
い
う
も
の
だ
。

そ
の
根
底
に
は
、
変
化
を
「
成
長
エ
ン

ジ
ン
」
と
し
な
が
ら
、「
課
題
対
応
型
」

か
ら
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
型
」
へ
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
転
換
を
図
り
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
を

先
取
り
し
た
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る

軈
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
発
想
軋
が
成
長
に

は
不
可
欠
と
の
考
え
が
あ
る
。

そ
う
し
た
進
取
の
精
神
と
実
行
力
を
持

つ
起
業
家
精
神
・
発
想
は
、
事
業
基
盤
を

支
え
る
人
材
に
も
当
然
必
要
と
さ
れ
、
今

後
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
意
味
で
、
私
ど
も
と
し
て
は
、

「
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ン
キ
ン
グ
」
か
ら
学
ぶ

べ
き
も
の
は
多
い
と
期
待
し
て
い
る
。

起
業
家
精
神
を
持
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た
人
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を

起
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精
神
を
持
っ
た
人
材
を
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企業と消費者の関係はインターネッ
トの普及により大きく変化した。消費
者がネット上で製品アイデアを提案
し、それを企業が検討して生産すると
いうユーザー主導による製品開発の時
代が訪れたのだ。
世界では既にこの手法を取り入れた

ビジネス戦略で利益を上げているメー
カーも多い。また私が創業した商品化
コミュニティーサイト「空想生活」で
は、ユーザーからの様々な商品アイデ
アが公開され、投票で支持を集めたア
イテムの企画がメーカーやデザイナー
に無料で送られるサービスを提供して

きた。これまでに人々が求めるモノが、現実に商品となっ
て数多く販売されている。
消費者個人の力では資金や設備にも限界がある。しかし

現状を変えたいというアントレプレナーシップを持った消
費者同士が連結し、共有する目的を目指してデザイン・シ
ンキングを実践することにより、これまで不可能だったこ
とを実現できる時代となった。この「連結」が経済にもた
らす今後のさらなるイノベーションパワーに期待したい。

消費者の“連結”が現状を変えた

エレファントデザイン
代表取締役
空想生活 創業者

西山　浩平 氏

15年前に米国で初めてスペシャルティコー
ヒーに出合い感動し、日本の消費者にこの味
を提供したい一心で、数年後、銀座にタリー
ズコーヒー日本１号店を立ち上げた。コーヒ
ーの品質や社員教育を徹底し、万全の準備で
挑んだ開業だったが、客数は伸び悩み、経営
は早くも危機を迎えた。
成功しなかった理由はデザイン・シンキン

グの欠如だった。どんなに高品質な商品をそ
ろえても、市場や顧客のニーズを知った上で
のトータルなビジネスビジョンがなければ事
業の将来性はないに等しい。その後タリーズ

のビジネスコンセプトを再設計し、ビルイン型（オフィス型）や病
院内店舗など地域密着型のコーヒー店として店舗ごとに客層を絞る
方法で利益拡大に成功した。
自分の商品が今までにない価値を創造し、社会にどのようなイン

パクトを与えるのかをビジョンとして深く描けるかどうか。これが
ベンチャー企業の成否を分ける秘訣である。
デザイン・シンキングを生かしたベンチャー企業の発展は、新た

な雇用創出と産業の新陳代謝を促す点において今後の日本経済の活
性化に欠かせない。明確な目的を持ち、それを原動力として進んで
いく日本のアントレプレナーシップの発展に今後大いに期待したい。

価値創造が起業の成否の鍵に

参議院議員

松田　公太 氏

多様な価値観認め議論を

変化を「成長エンジン」に

広   　告 企画・制作
日本経済新聞社クロスメディア営業局

長
期
的
な
成
果
に
向
け

思
考
力
と
実
行
力
を
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